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Abstract

	 The purpose of this study is to research how the consciousness of ‘Motivational Climate’ in Physical Education Class affects 

children’s sports activities out of the class, and consider the teacher’s influence.

	 As the result, it is confirmed that the consciousness of ‘Motivational Climate’ in Physical Education Class affects children’s 

sports activities out of the class, and verified the model of “Motivational Climate → competence → Sports Activities”.  Also, the 

consciousness of ‘Motivational Climate’ of teachers and children are correlative.  It suggests that teacher’s influence by focuses on 

performance climate makes children have awareness of performance climate in the class, and it makes high competence, and finally, it 

leads children’s sports activities out of the class.  To follow this process, teachers need to pay attention to children’s consciousness of 

‘Motivational Climate’ in Physical Education Class.
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要旨:　本研究は，教師と児童に着目することによって，体育授業における動機づけ雰囲気の知覚の違いが児童の運
動実施とどのような関係にあるのかについて検討する。また，このことを通して教師の働きかけについて考察するこ
とである。
　調査の結果，児童の動機づけ雰囲気の知覚は運動実施に影響を及ぼしており，「動機づけ雰囲気→コンピテンス→
運動実施」という仮説モデルが検証された。さらに，教師の動機づけ雰囲気に関する知覚とクラスの動機づけ雰囲気
との間に相関がみられた。
　このことは，体育授業場面において教師がクラス全体に課題関与的雰囲気の知覚をするような働きかけを行うこと
によって，児童は課題関与的雰囲気として体育授業を知覚し，コンピテンスが高まることで，体育授業以外にも運動
実施を行うという一連の流れを生み出す。だからこそ，体育授業で児童が動機づけ雰囲気をどのように知覚するかに
配慮し授業を行っていく必要があるといえる。
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１．緒言

　現在，小学校における体育授業では「心と体を一体と
してとらえ，適切な運動の経験と健康・安全についての
理解を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力
の基礎を育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を
図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる」（小学校
学習指導要領体育編，平成20年 3 月公示）1 ）という学習
指導要領の目標のもと授業が営まれている。このように
体育では生涯にわたって児童が運動やスポーツに関わっ
ていくことが大きな目標とされている。しかし，この目
標の下で体育授業を行っていても，児童の側からすると
体育授業以外に運動をおこなうような生涯スポーツの実
践者になっているとは限らないし，必ずしも生涯に渡っ
てスポーツを行ったりするとは限らない。小学校段階で
運動が苦手になったり，嫌いになってしまうと中学校や
高校そして社会に出ても，自ら運動に取り組んでいくこ
とは難しくなっていくため，小学校体育の授業において
児童がどのような経験をするのかは非常に重要な問題に
なる。だからこそ，特に小学校の体育授業で児童がより
よい経験をするには，教師と児童の相互作用，学習集団
における人間関係そして場や環境の相互作用から生み出
される授業の雰囲気が重要であるとされており（細江，
1999）2 ），小学校の体育授業における雰囲気と児童の関
係を捉えることは，生涯において運動やスポーツを行っ
ていく子どもを育てる際の重要な視点になると考えられ
る。この授業における雰囲気を捉えるため，本研究では
心理学的なアプローチである，達成目標理論における動
機づけ雰囲気に着目し研究を進める。
　動機づけ雰囲気とは動機づけにおける環境要因のこと
であり，集団の目標志向性の認知という観点から捉えら
れ，クラスの中で子どもがどのような目標（先生や児童
によって作られた雰囲気の事を指す）に重きが置かれて
いると認知しているかによって分けられる。動機づけ雰
囲気は主に課題関与的雰囲気と自我関与的雰囲気が確認
され研究が進められてきている。課題関与的雰囲気とは，
チームメンバーがそれぞれに価値ある貢献をし，指導者
は努力と上達を強調するというような考えにもとづき指
導していると知覚される雰囲気である。一方，自我関与
的雰囲気とは，失敗は罰せられ，よい選手だけが奨励さ
れ，報酬を与えられるという考えや，チーム内の競争を
支持するような環境として知覚される雰囲気である。こ
のような動機づけ雰囲気研究は心理学における動機づ
け研究として理論的に検討がなされてきたが，体育・ス
ポーツ心理学における動機づけ雰囲気研究は，Seifriz et 

al.（1992）3 ）が Ames & Archer（1988）4 ）の尺度をスポーツ

場面に対応した，PMCSQ（Perceived Motivational Climate 

in Sport Questionnaire）尺度を作成し検討したことから研
究が行われるようになってきた。彼の研究は課題関与的
雰囲気と認知した選手は内発的動機づけが高く，成功
には努力が必要であると考えているのに対し，自我関与
的雰囲気であると認知した選手は内発的動機づけが低
く，成功には能力が必要であると考えていることを明ら
かにしている。近年は，PMCSQを発展させたNewton et 

al.（2000）5 ）の，PMCSQ-2（Perceived Motivational Climate 

in Sport Questionnaire-2）尺度が多く用いられるようにな
り研究が進められている。PMCSQ-2には，課題関与的
雰囲気に学習の協力，重要な役割，努力／改善という下
位次元が仮定され，自我関与的雰囲気には失敗に対する
罰，不公平な評価，チームメンバー内の競争という下位
次元が仮定されている。このようなPMCSQやPMCSQ-2
の尺度を用いた研究結果からは課題関与的雰囲気を知覚
する子どもは効果的な学習方略を選択し，個人的な進歩
を求め，挑戦し，学習努力を促すことが明らかになって
いる。また，自我関与的雰囲気を知覚している子どもは，
失敗を恐れ，メンバー内比較をすることが明らかになっ
ている（レビューとして Ntoumanis & Biddle, 1999）6 ）。こ
うした研究とともに，なかでもとりわけ体育授業に着目
した動機づけ雰囲気は，Papaioannou や Biddle，Mitchell 

などが，様々な尺度を作成して研究をしている。これら
の研究からは，動機づけ雰囲気と内発的動機づけ，コン
ピテンスの知覚，運動行動，楽しさなどの関係について
検討されており，熟達雰囲気（課題関与的雰囲気）は，
内発的動機づけやコンピテンス，楽しさを高め，成績雰
囲気（自我関与的雰囲気）は，有能感や行動と不の相関
があることが示されている（Papaioannou, 1994 7 ）, 1995 8 ）; 

Biddle et al., 1995 9 ）; Mitchell, 1996 10））。また，長谷川
（2004）11）は，日本における動機づけ雰囲気と動機づけ
関連要因との関係を検討した結果，課題関与的雰囲気を
知覚している児童は意欲・関心，学び方，協力と正の相
関を示し，自我関与的雰囲気を知覚している児童は成果
と負の相関，あるいは無相関であるということを明らか
にしている。
　しかし，このように体育やスポーツにおける動機づけ
雰囲気が研究なされるにつれて，いくつかの問題点も生
まれている。欧米においては，これまで動機づけ雰囲気
研究が数多くなされてきているが，研究によって動機づ
け雰囲気の概念が一致していない。動機づけ雰囲気とは，
環境要因をどのように個人が知覚するのかという枠組み
に基づいたもの（Ames, 1988）4 ）であるにも関わらず，体
育授業における動機づけ雰囲気尺度には，目標志向性に
相当する項目が含まれていることや因子構造の下位次元
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が仮定されていないなどの問題が指摘されている（Duda, 

1987 12）, 2001 13））。例えば，Papaioannou（1994）7 ）の尺度や
その尺度をフランス語に翻訳した Biddle et al.（1995）9 ）

の尺度は自我関与的雰囲気の中に不安が含まれており，
課題関与的雰囲気に協力次元が含まれていない。また，
Mitchell（1996）10）の尺度では，挑戦，恐れ，競争という
異なった因子構造が確認されている。したがって，わが
国の体育授業場面にこれらの尺度をそのまま翻訳して適
用することには問題があると考えられる。日本の動機づ
け雰囲気研究で作成された尺度も，動機づけ雰囲気の概
念が曖昧な点があり，伊藤（1997）14）の尺度は Seifriz et 

al.（1992）3 ）の尺度と谷島，新井（1995）15）の教室環境の
尺度を合わせたものを用いている。その結果，熟達雰囲
気（課題関与的雰囲気）に二次元，成績雰囲気に二次元
という下位尺度になっており，PMCSQ や PMCSQ-2 の
尺度と構造が異なっている。長谷川（2004）11）も Seifriz 

et al.（1992）3 ）と Biddle et al.（1995）9 ）の尺度を合わせた
ものを体育場面用に作成しているが，因子構造が十分
に検討されていない。したがって，わが国においては 

PMCSQ や PMCSQ-2 のような動機づけ雰囲気尺度に基
づいた尺度が作成されていないというのが現状である。
　一方で，授業場面では教師対児童の集団で構成される
ため，子ども個人の内的要因である動機づけを高めるだ
けでなく，教師がクラス全体を視野に入れて動機づけを
高めるためはどのようにすればよいかを考えなければな
らない（谷島，1999）16）。また，達成目標理論の中でも，
若いスポーツ参加者の達成行動を説明する際に，大人
のような重要な他者（教師，コーチ，親）からの影響を
考える必要性が強調されている（Brustad, 1993 17）; Duda, 

1987 12））。このことをうけて Duda（2001）13）は動機づけ
雰囲気に介入していくことを考えたときに，教師の指導
様式（客観的環境）と児童の動機づけ雰囲気の知覚（主
観的環境）の関係について評価する必要性を指摘すると
ともに，指導者の指導様式が動機づけ雰囲気の知覚に及
ぼす影響が強いことも示唆している（Treasure & Roberts, 

1992）17）。例えば，指導者の影響についてはスポーツ場
面において肯定的なフィードバックが課題関与的雰囲
気を促進し，自我関与的雰囲気を減退させ，否定的な
フィードバックは自我関与的雰囲気を促進する（Smith et 

al., 2005）18）という結果が明らかにされている。しかし，
体育授業場面においてはまだ十分に検討されていない。
体育授業では，普段スポーツをしない児童も参加してお
り，より一層教師の指導様式が児童の動機づけ雰囲気の
知覚に影響を及ぼすことが考えられる。また，介入や授
業改善を行う際に教師がどの程度影響を及ぼしているの
かを検討しておくことは動機づけ雰囲気を視点とした指

導の可能性を考えることにつながる。これらのことから，
動機づけ雰囲気と運動実施の関係を児童の側からのみ検
討するだけでなく，教師の動機づけ雰囲気に関する知覚が
与える影響についても検討していく必要があるといえる。
　以上のことから本研究の目的は，教師と児童に着目す
ることによって，体育授業における動機づけ雰囲気の知
覚が児童の運動実施とどのような関係にあるのかについ
て明らかにすることを通して，教師の動機づけ雰囲気へ
の働きかけについて考察することにある。このために，
以下の 2 点から検討することとする。
　①体育授業における動機づけ雰囲気尺度の日本語版
の妥当性を検討し，現在の運動実施とどのような関係が
あるのかを，「動機づけ雰囲気→コンピテンス→運動実
施」という仮説モデルを作成し検討すること。
　②教師の動機づけ雰囲気に関連する知覚の違いが児
童の動機づけ雰囲気に影響を与えているのかについて検
討すること。

２．方法

２．１　調査対象
　東京都と埼玉県の小学校 5 ，6 年生（10～ 12歳）の
児童とそのクラス担任を対象に質問紙調査を行った。調
査依頼校は16校であり，そのうち11校の協力を得るこ
とができ54クラスに対して調査票を配布した。調査用紙
の配布部数は2450部，回収部数は1766部（72％）であっ
た。そのうち，有効回答であった1606名（男子812名，
女子794名）を分析対象とした。

２．２　調査の手続き
　各小学校の学校長に対して依頼書と質問紙のサンプ
ルを郵送もしくはFAXで送信し，調査の協力をお願いし
た。調査協力が得られた学校に対し質問紙を郵送により
配布，回収する，または直接配布，回収する方法をとっ
た。児童への調査は各クラス担任に依頼し，担任が質問
紙を配布，回収を行った。教師用の質問紙は個人毎に封
筒に入れ学校内で個人が特定されない様に留意し，回収
した。

２．３　調査期間
　2005年10月下旬から12月中旬

２．４　調査内容
（1）質問紙の構成（児童）
　 1 ）動機づけ雰囲気尺度
　 　体育授業場面における動機づけ雰囲気に関する質問項
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目は，Seifriz et al.（1992）3 ）のPMCSQ（Perceived Motivational 

Climate in Sport Questionnaire）と Newton et al.（2000）5 ）

の PMCSQ-2（Perceived Motivational Climate in Sport 

Questionnaire-2）に基づいて作成した。これらの研究
はスポーツ場面用に作成されたものであったので，小
学校の体育授業にあうように翻訳，修正をおこなった。
先行研究と同様に課題関与的雰囲気と自我関与的雰囲
気を想定し作成した。課題関与的雰囲気については下
位尺度に学習の協力，重要な役割，努力／改善を想定
し，5 問ずつ作成し，自我関与的雰囲気の下位尺度に
は失敗に対する罰，不公平な評価，クラス内の競争の
それぞれ 5 項目ずつ作成した。回答は「体育授業のと
きのクラスについて聞きます。授業中の先生の言うこ
とや友達との関係，クラスの雰囲気についてあなたは
どのように思っていますか」という問いに対しそれぞ
れの質問に「とてもそう思う」「すこしそう思う」「あ
まりそう思わない」「全然そう思わない」の 4 段階で
求めた。
　 2 ）コンピテンスの知覚尺度
　 　コンピテンスの知覚についての質問は，伊藤（1987）19），
西田（1989）20）の尺度を参考に質問項目 5 問を作成し
た。回答は「とてもそう思う」「すこしそう思う」「あ
まりそう思わない」「全然そう思わない」の 4 段階で
求めた。
　 3 ）現在の運動実施尺度
　 　現在の運動実施については西田（2004）21）が体育に
おける学習意欲検査（AMPET）を作成する際に体育
における学習意欲を規定する二次的要因の一つとして
現在の運動参加に関する項目を作成しているものを参
考に質問項目 5 問を作成した。回答は「とてもそう思
う」「すこしそう思う」「あまりそう思わない」「全然そ
う思わない」の 4 段階で求めた。

（2）質問紙の構成（教師）
　 1 ）動機づけ雰囲気尺度
　 　教師に関する動機づけ雰囲気尺度は Xiang et al. 

（2003）22）らが介入研究を行った際に教師にインタ
ビューをし，課題関与的雰囲気の側面と自我関与的雰
囲気の側面から，教師の実際の指導について作成した
ものを参考にし，合計22問の質問項目を作成した。回
答は「小学校の体育授業における教師の指導の仕方に
ついて調査するものです。実際に行っている授業につ
いて正直に答えてください」という問いに対しそれぞ
れの質問ごとに「とてもそう思う」「すこしそう思う」
「あまりそう思わない」「全然そう思わない」の 4 段階
で求めた。

３．結果と考察

３．１　体育授業における動機づけ雰囲気尺度の検討
　質問紙調査の結果で得られた動機づけ雰囲気に関す
るデータについて，正規性と異常性の検定を行ったとこ
ろ，13の尺度において正規分布をとっていなかった。し
たがって，それらの変数について，平均値および標準偏
差を算出し，天井効果もしくはフロア効果が見られた項
目について回答の約50％のところでダミー変数化を行っ
た。このように13項目が天井効果，フロア効果を示し
たのは，体育授業場面においてはスポーツ場面のように
極端な評価や罰がなく，児童全員が参加できるように取
り組まれていることから，回答に偏りがある結果になっ
たことが考えられる。このことは，Ntoumanis & Biddle

（1999）6 ）が指摘するように動機づけ雰囲気の次元につい
てまだまだ明確になっていない点や、体育授業場面にお
いて多くの尺度が作成され理論的に混乱していることと
関連していると考えられるため，今後研究の蓄積が必要
であるといえる。
　ダミー変数化したものを含めた動機づけ雰囲気に関
する質問項目に対して因子分析（最尤法・プロマックス
回転）を行った。その結果，固有値 1 以上を示す5因子
が抽出されたが，解釈可能性を考慮すると，4 因子が妥
当であると考えられた。そこで再度 4 因子を仮定して因
子分析（最尤法・プロマックス回転）を行った結果，十
分な因子負荷量を示さなかった「先生はクラス全員が大
切だと思っています」，「失敗すると先生に怒られます」，
「失敗すると罰があります」，「先生は競争に勝つことが
重要だと思っています」という 4 項目を除外した。残り
の26項目に対して再度因子分析を行ったところ 4 因子に
まとまった。次に，この探索的因子分析の結果を基に因
子構造を確認するため，検証的因子分析を行った。まず，
探索的因子分析で抽出された項目に対して，潜在変数と
その観測変数，及び，質問項目（表 1 ）を，探索的因子
分析で抽出された因子をもとにモデルを作成した。その
結果モデル適合度が（AGFI = .925  CFI = .929  GFI = .938  
RMSEA = .045）となった。この際，標準化推定値が .28
と低い値であった「授業で先生は上手な人をよくほめ
ます」を削除しモデルの修正を行った。残った項目に
よるモデル適合度は（AGFI = .931  CFI = .937  GFI = .943  
RMSEA = .044）上がった。しかし，PMCSQ-2 の因子
構造とは異なっていたため，課題関与的雰囲気の項目を 

PMCSQ-2 で確認された下位尺度と同じようにモデルを
作成した。その結果，モデル適合度が（AGFI = .943  CFI 

= .953  GFI = .956  RMSEA = .039）高くなったため，この
モデルを採択した。動機づけ雰囲気を構成する下位尺度
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は「学習の協力」，「重要な役割」，「努力・改善」，「クラ
ス内の競争」，「失敗に対する罰」，「不公平な評価」とし
た（表 1 ）。尺度の信頼性について，クロンバックの α 係
数を算出し内的整合性を確認したところ，「学習の協力」
は α = .85，「重要な役割」は α = .68，「努力・改善」は α 

= .78，「クラス内の競争」は α = .76，「失敗に対する罰」
は α = .56，「不公平な評価」は α = .68であった。
　この動機づけ雰囲気の因子は Newton et al.（2000）5 ）の
研究では，課題関与的雰囲気の1次因子として「学習の
協力」，「重要な役割」，「努力・改善」が仮定され，自我
関与的雰囲気の 1 次因子として「チーム内の競争」，「失
敗に対する罰」，「不公平な評価」が仮定されている。本
研究においても課題関与的雰囲気と自我関与的雰囲気
を構成する因子について高次因子分析を行った。まず，
先行研究をもとに課題関与的雰囲気から「学習の協力」
「重要な役割」「努力・改善」にパスを引き，自我関与的
雰囲気から「クラス内の競争」「失敗に対する罰」「不
公平な評価」にパスを引いたモデルを作成し，分析す
るとモデル適合度は（AGFI = .934  CFI = .936  GFI = .946  
RMSEA = .045）採択基準を満たした。しかし，相関行
列（表 2 ）を手がかりにすると課題関与的雰囲気と「ク
ラス内の競争」の 相関係数は .30という値であったため，
課題関与的雰囲気から「クラス内の競争」にパスを引い
た。このモデル適合度は（AGFI = .944  CFI = .950  GFI 

= .954  RMSEA = .039）とモデルの適合度が高くなった

ことより，動機づけ雰囲気に関するモデルは図 1 のよう
になり，このモデルを採択した。このような「クラス内
の競争」については Duda（2001）13）が指摘するように，
Newton et al.（2000）5 ）のチーム内の競争についての内的
整合性が低く，競争の次元について欧米においても明ら
かとなっていないことが原因の 1 つと考えられる。また
伊藤（2001）23）の研究では高校の部活動場面で競争因子
が自我志向的ではなく切磋琢磨し，積極的に練習に取り
組もうとする内発的動機づけの側面を持つことが示唆さ
れていることから課題関与的雰囲気に影響を及ぼしてい
ると考えられる。また，体育授業場面においては，勝敗
の未確定性を保証し，常に負け続けることがないように
配慮されている可能性や，競争で負けることは失敗のみ
ではなく，競争を通して協力する事などを学ぶ事が重要
視（細江，1999）2 ）されていることからこのような結果
になったと推測される。
　本研究における動機づけ雰囲気尺度については欧米の
研究結果とは完全に一致したわけではないが，一般的に，
課題関与的雰囲気と自我関与的雰囲気のパス係数は - .3
から - .5の弱から中程度の負の相関であることが確認さ
れている（Duda, 2001）13）これまでの研究と同様に，課題
関与的雰囲気と自我関与的雰囲気のパス係数は，- .54の
負の相関が見られたため，動機づけ雰囲気の概念につい
てほぼ支持する結果が得られたといえる。

表１　動機づけ雰囲気の質問項目

原・松田 : 小学校体育授業における「動機づけ雰囲気」への教師の働きかけに関する研究東 京 学 芸 大 学 紀 要　芸術・スポーツ科学系　第60集（2008）

－ 147 －



３．２　体育授業における動機づけ雰囲気と運動実施
の関係

　高次因子分析により，再構成された尺度を用いて動機
づけ雰囲気と現在の運動実施との関係を検討するため
「動機づけ雰囲気→コンピテンス→運動実施」という仮
説モデルを作成し，構造方程式モデリングを用いて検証
を行った。構造方程式モデリングを構築する方法として，
動機づけ雰囲気の 1 次因子を 1 つの観測変数にまとめる
方法（平均値）を使用した。また，構造方程式モデリン
グを行う際に用いるコンピテンスと運動実施について信
頼性分析を行ったところ，コンピテンス（ α = .90），運動
実施（ α = .86）という値が算出された。

　仮説モデルを分析した結果モデル適合度は（AGFI = 

.956  CFI = .978  GFI = .976  RMSEA = .059）となった為，
このモデルを採用した（図 2 ）。課題関与的雰囲気から
運動実施へは，コンピテンスを媒介することで「課題関
与的雰囲気→コンピテンス→運動実施」というモデルが
成り立ち，課題関与的雰囲気を高く知覚する児童は体育
以外にも運動実践を行っていることが明らかとなった。
つまり，課題関与的雰囲気を知覚できるような体育授業
を行うことで，児童のコンピテンスが高まり体育の目標
である生涯スポーツの実践を授業以外の場面でも行う力
を育てると考えられるのである。このように体育授業に
おいて児童が動機づけ雰囲気をどのように知覚するか

表２　動機づけ雰囲気とコンピテンス・運動実施の相関

図１　動機づけ雰囲気の因子構造
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によって日常の運動実施に影響を及ぼすことが明らかに
なったことから，体育授業において児童の側から理解を
行う際の手がかりになると考えられる。

３．３　教師と児童の動機づけ雰囲気の知覚
　動機づけ雰囲気と運動実施に関係があることが明らか
になったが，動機づけ雰囲気は児童が環境要因をどのよ
うに知覚するのかといった個人の問題として取り上げら
れるため，外的に動機づけ雰囲気に介入できるかは明ら
かでない。このことからすると，クラス毎に指導する教
師の動機づけ雰囲気に関する知覚の違いがクラスに影響
をおよぼすのかについて検討しておかなければ，授業実
践に活かすことができない。教師の動機づけ雰囲気に関
する22問の質問項目に対するデータについて正規性と
異常性の検討を行ったところ，11尺度において天井効果
またはフロア効果が見られたため，残りの11項目につい
て探索的因子分析（最尤法・プロマックス回転）を行っ
た。その結果，課題関与的雰囲気には「子どもが挑戦す
るような課題を提示します」「子どもが目標や活動など
を自分で選択できるように指導します」「子どもが自分で
学習の進歩を確認できるようにしています」「すべての
子どもに役割を持たせるようにしています」という 4 項
目が抽出され（ α = .66），自我関与的雰囲気は「上手に
できる子どもをみんなの前で模範としてやらせます」「運
動が上手な子どもを高く評価するようにしています」「ス
ポーツで大切なのは勝つことだと教えています」「上手

にできる子どもをみんなの前でほめるようにしています」
という 4 項目で構成された（ α = .61）。
　このデータを用いて児童の動機づけ雰囲気との関係に
どのような影響を及ぼしているのかを検討するために，
クラス単位の動機づけ雰囲気得点を算出する。この手続
きに対して，Papaioannou（2004）24）は動機づけ雰囲気の
単位について個人レベルで検証するよりもグループレベ
ルで検証する方が，より状況効果を明らかにすることが
できるという推測をもとに検討していることからも有効
であると考えられる。クラス単位における動機づけ雰囲
気は平均値をもとに算出した。これらのクラス得点と教
師の動機づけ雰囲気の相関係数（ピアソンの積率相関係
数）については，表 3 に示すとおりである。その結果，
教師の課題関与的雰囲気はクラスの「努力・改善」に低
い相関（ r = .28, p < .05）がみられた。さらに，教師の自
我関与的雰囲気はクラスの「努力・改善」と「クラス内
の競争」と相関（それぞれ，r = .36，r = .32）があること
が明らかになった。つまり，これらの結果から，教師の
体育授業に対する動機づけ雰囲気の知覚がクラスの雰囲
気に影響を及ぼしていることがわかる。教師が課題関与
的雰囲気を強調することでクラス全体が「努力・改善」
をする雰囲気であると知覚する方向に向かう傾向があ
る。さらに，教師が自我関与的雰囲気を強調することで
「クラス内の競争」を意識する児童が多いとともに，「努
力・改善」を意識する児童も多い。このことは，教師が
運動のできた子どもに師範させたり，評価することでク

図２　動機づけ雰囲気と運動実施モデル
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ラスの雰囲気が盛り上がり，プラスのフィードバックと
して児童に受け取られている可能性があることが示唆で
きる。これらの教師とクラスの関係からすると，教師の
動機づけ雰囲気に関する知覚を転換することでクラスの
動機づけ雰囲気が変化し授業改善に役立てていける可能
性があることが示唆された。

４．おわりに

　本研究は，教師と児童に着目することによって，体育
授業における動機づけ雰囲気の知覚の違いが児童の運動
実施とどのような関係にあるのかについて検討すること
を通して，教師の働きかけについて考察することであり，
①体育授業における動機づけ雰囲気尺度の日本語版の
妥当性を検討し，現在の運動実施との関係を，「動機づ
け雰囲気→コンピテンス→運動実施」という仮説モデル
について検証すること，②教師の動機づけ雰囲気に関す
る知覚の違いが児童の動機づけ雰囲気に影響を与えるか
について検討すること，という手続きで分析してきた。
　その結果，小学校の体育授業場面における動機づけ雰
囲気尺度は，課題関与的雰囲気に「学習の協力」，「重要
な役割」，「努力・改善」，「クラス内の競争」という因子
が確認され，自我関与的雰囲気には「クラス内の競争」，
「不公平な評価」，「失敗に対する罰」という因子が確認
された。この結果は，ほぼ先行研究と同様の因子構造を
持つことが実証されたが，「クラス内の競争」に関する
因子は，課題関与的雰囲気と自我関与的雰囲気の両方に
影響しており，体育授業において捉えられる競争の意味
がスポーツ指導場面と異なっている可能性や，日本と欧
米の文化差などが示唆されるため，さらなる検討が必要
であると考えられる。
　動機づけ雰囲気が運動実施に影響を及ぼしているの
かについては「動機づけ雰囲気→コンピテンス→運動実
施」という仮説モデルが検証され，課題関与的雰囲気が
コンピテンスを媒介し現在の運動実施を予測することが
明らかになった。さらに，教師の動機づけ雰囲気に関す

る知覚とクラスの動機づけ雰囲気との間に相関がみられ
た。このことは，体育授業場面においてクラス全体が課
題関与的雰囲気の知覚をするような働きかけを行うこと
によって，児童は課題関与的雰囲気として体育授業を知
覚し，コンピテンスが高まることで，体育授業以外にも
運動実施を行うという一連の流れを生み出す。だからこ
そ，体育授業で児童が動機づけ雰囲気をどのように知覚
するのかに配慮し授業を行っていく必要があるといえる。
このような動機づけ雰囲気について教師と児童の両面か
ら検討することは，体育授業を相互作用場面として捉え
る事につながる。つまり，単に教え込みの授業を行うよ
りも，動機づけ雰囲気の様な児童の内的側面にまで配慮
した指導を行うことが生涯スポーツに向かう児童を育て
るということにつながると言える。
　しかし，本研究においては体育授業における動機づけ
雰囲気に関する尺度として十分検討されたとは言い切れ
ない点や，教師の動機づけ雰囲気に対する知覚をどのよ
うに測定していくのかについては課題が残る結果となっ
た。また，どのような文脈において授業がなされ，教師
と児童が相互作用を行っているのかについて量的な研究
から検討する限界も見えてきた。これらの点については
今後の課題としたい。
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